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自治研全国集会４
月
１６
日
か
ら
１８
日
に
、
北
海
道
（
札
幌
市
・
夕
張

市
）
で
開
催
す
る
第
３２
回
地
方
自
治
研
全
国
集
会
ま
で

２
カ
月
を
切
っ
た
。
北
海
道
実
行
委
員
会
は
最
終
集
約

を
３
月
２４
日
に
控
え
最
終
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
積

極
的
な
参
加
で
北
海
道
自
治
研
を
盛
り
上
げ
よ
う
。

延
期
も
中
止
も
な
く
実
行

自
治
研
全
国
集
会
は
、
昨

年
１０
月
に
開
催
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
解
散
総
選
挙
の
動

き
を
ふ
ま
え
、
今
年
４
月
に

延
期
し
た
。
全
体
集
会
は
新

し
い
札
幌
市
民
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
る
。
自
治
研
中
央
推
進

委
員
会
と
北
海
道
実
行
委
員

会
は
、
会
場
も
気
持
ち
も
新

た
に
、
延
期
も
中
止
も
な
く

開
催
す
る
こ
と
を
決
め
て
い

る
。

北
海
道
で
２
度
目
の
自
治
研

５０
年
の
歴
史
あ
る
自
治
研

全
国
集
会
の
北
海
道
開
催
は

２
度
目
。
自
治
労
の
組
合
員

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
も
開
か
れ
た
全
国
交

流
集
会
。『
創
ろ
う
、
市
民
自

治
の
ゆ
た
か
な
社
会
』
を
メ

ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
出
会

い
が
は
ぐ
く
む
『
地
域
の
公

共
の
力
』」の
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
開
か
れ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
議
論

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

そ
ー
ら
ん
『
新
琴
似
天
舞
龍

神
』
の
舞
。
地
元
記
念
講
演

は
、
旭
山
動
物
園
園
長
・
小

菅
正
夫
さ
ん
が「
〈
旭
山
動
物

園
〉
革
命
と
出
会
い
」
を
テ

ー
マ
に
、
仕
事
の
ヒ
ン
ト
な

ど
に
つ
い
て
講
演
す
る
。

午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
江
差
追
分
や
、
白
老

町
の
自
治
労
ア
イ
ヌ
民
族
博

物
館
労
組
の
組
合
員
が
ア
イ

ヌ
民
族
舞
踊
を
披
露
す
る
。

２
日
目
以
降
、
夕
張
市
の
特

別
分
科
会
を
含
む
６
つ
の
分

科
会
で
、
２０
テ
ー
マ
に
分
か

れ
参
加
者
が
と
こ
と
ん
学

ぶ
。

マ
イ
箸
・
マ
イ
バ
ッ
ク
で
参

加
し
よ
う

集
会
期
間
中
、「
身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
環
境
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
！
」
と
し
て
、

「
マ
イ
箸
・
マ
イ
バ
ッ
ク
」

持
参
の
、
北
海
道
Ｅ
Ｃ
Ｏ
自

治
研
と
す
る
こ
と
は
変
わ
ら

な
い
。
昼
食
の
お
弁
当
に
割

り
箸
は
つ
い
て
い
な
い
。
ま

た
、
資
料
は
封
筒
に
入
っ
て

い
る
の
で
手
付
き
の
マ
イ
バ

ッ
ク
を
用
意
す
る
と
便
利

だ
。

※
最
終
申
し
込
み
は
３
月
２４

日
。
夕
張
市
で
開
催
の
特
別

分
科
会
を
含
め
て
、
組
合
員

の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と
こ
と
ん
学
ぼ
う

２
月
１５
日
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
以
来
、

嫌
に
な
る
ほ
ど
目
に
し
た
中
川
前
財
務

大
臣
の
醜
態
。
世
界
で
日
本
が
さ
ら
し

も
の
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
中
「
お
く
り

び
と
」「
つ
み
き
の
い
え
」
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
受
賞
の
ニ
ュ
ー
ス
。
日
本
独
特
の
厳

か
な
儀
式
が
海
外
で
評
価
さ
れ
た
。

北
海
道
の
お
み
や
げ
と
い
え
ば
白
い

恋
人
に
マ
ル
セ
イ
バ
タ
ー
サ
ン
ド
。
近

頃
お
み
や
げ
の
定
番
が
変
わ
っ
て
き

た
、
じ
ゃ
が
ポ
ッ
ク
ル
に
生
キ
ャ
ラ
メ

ル
。
駅
地
下
の
花
畑
牧
場
が
連
日
行
列

だ
。４
月
に
夕
張
に
工
場
。将
来
的
に
３

０
０
人
雇
用
と
は
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
ス
タ

ー
ト
し
て
３
年
。
制
度
の
見
直
し

議
論
を
行
っ
て
き
た
社
会
保
障
審

議
会
障
害
者
部
会
の
最
終
報
告
が

昨
年
末
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
の
議
論
で
は
利
用
者
の
一
割

負
担
（
以
下
応
益
負
担
）
を
な
く

す
る
方
向
で
の
結
論
が
出
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。

筆
者
は
精
神
障
害
者
を
中
心
と

し
た
「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
地
活
）」に
関
わ
っ
て
い

る
。
地
活
は
補
助
金
で
運
営
さ
れ

て
い
る
が
財
政
的
に
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
の
た
め
、
安
定
的
な
運

営
と
利
用
者
に
と
っ
て
の
社
会
資

源
確
保
を
目
的
に
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
へ
の
移
行
を
考
え
た
。
こ
こ

で
問
題
と
な
っ
た
の
が
応
益
負
担

で
あ
る
。

当
地
活
で
は
、
利
用
者
間
で
の

負
担
の
格
差
が
最
大
６
倍
と
な

る
。
同
じ
場
所
で
同
じ
時
間
、
同

じ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
自
己
負
担

の
格
差
が
６
倍
と
は
…
。

当
地
活
の
特
徴
は
利
用
者
同
士

が
支
え
、
支
え
ら
れ
安
心
で
き
る

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
あ

る
。
こ
の
安
心
感
が
通
所
に
つ
な

が
り
、
生
活
の
軸
と
な
り
、
再
入

院
を
防
い
で
い
る
。

さ
さ
や
か
な
作
業
工
賃
の
半
額

以
上
を
応
益
負
担
と
し
て
支
払
う

一
方
、
負
担
が
ゼ
ロ
の
利
用
者
が

発
生
す
る
。
当
地
活
の
特
徴
に
、

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
の
制
度

へ
の
移
行
は
今
の
と
こ
ろ
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

障
害
特
性
を
考
慮
し
た
、
安
心

で
き
る
制
度
に
な
る
の
は
い
つ
の

こ
と
や
ら
…
た
め
息
が
出
る
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」３
年
目
の
た
め
息

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
か
ち
共
同
作
業
所
理
事

澤
田

誠
悦

（
元
自
治
労
道
本
部
衛
生
医
療
評
事
務
局
長
）

自治体財政
セミナー

２
月
１０
日
、
道
本
部
は
札

幌
市
内
で
２
０
０
９
年
度
自

治
体
財
政
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
各
単
組
の
役
員
や
財
政

担
当
者
、
組
織
内
議
員
ら
総

勢
１
６
０
人
が
集
ま
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
地
方
自
治

総
合
研
究
所
研
究
員
の
高
木

健
二
さ
ん
と
、
飛
田
博
史
さ

ん
が
「
２
０
０
９
年
度
地
方

財
政
計
画
に
つ
い
て
」「
２
０

０
８
年
度
地
方
交
付
税
算
定

の
検
証
と
自
治
体
財
政
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

講
演
し
た
。
こ
れ
は
、
自
治

体
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
内

容
で
、
特
に
、
財
源
創
出
効

果
が
高
い
人
件
費
削
減
の
み

を
中
心
と
し
た
財
政
再
建
計

画
や
財
政
見
通
し
を
策
定
し

て
い
る
、
あ
る
い
は
策
定
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
自
治
体

に
と
っ
て
は
、
組
合
員
自
ら

が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
が

必
要
だ
と
説
明
し
た
。

財
政
健
全
化
基
準
越
え
１３
市
町
村

ま
た
、
北
海
道
自
治
研
究

所
の
辻
道
研
究
員
か
ら
０７
年

度
決
算
に
よ
る
道
内
自
治
体

の
財
政
状
況
の
報
告
と
、
４

つ
の
指
標
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

自
治
体
財
政
の
健
全
度
合

い
を
示
す
と
さ
れ
る
「
健
全

化
判
断
比
率
」
が
公
表
さ

れ
、
道
内
で
は
１３
の
市
町
村

が
「
再
生
団
体
」
の
１
歩
手

前
の「
早
期
健
全
化
基
準
」を

越
え
て
い
る
と
報
告
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
す
べ
て

の
会
計
を
含
む
「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」
で
は
留
萌
市
、

美
唄
市
、
積
丹
町
、「
実
質
公

債
費
比
率
」
で
は
歌
志
内

市
、
三
笠
市
、
赤
平
市
、
浜

頓
別
町
、
洞
爺
湖
町
、
中
頓

別
町
、
利
尻
町
、
江
差
町
、

南
幌
町
な
ど
が
該
当
し
た
。

ま
た
、「
将
来
負
担
比
率
」

は
夕
張
市
。

指
標
は
こ
の
ほ
か
「
実
質

赤
字
比
率
」
が
あ
り
、
こ
れ

ら
４
つ
の
指
標
い
ず
れ
か
が

基
準
を
こ
え
る
と
健
全
化
団

体
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
適
用

は
０８
年
決
算
か
ら
で
具
体
的

な
「
財
政
健
全
化
計
画
」
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

朔 風
組
合
員
自
ら
財
政
チ
ェ
ッ
ク

●１ 現行の賃金水準の改善に努めること。

●２ 臨時・非常勤等職員の雇い止めを行わず、人

事院指針を踏まえた処遇改善に努めること。

●３ １日の所定労働時間を７時間４５分とし、労

働時間管理を徹底すること。

●４ 自治体が委託する公共サービス関連の事業

所について、雇用確保に努め、労働基準法な

ど法令遵守させること。このため、委託契約

手続きに関わって、公正労働基準を確保する

条項を設けること。

●５ 男女間の個別賃金実態を明らかにし、格差

の解消に取り組むこと。

対自治体3・13
全国統一行動

自治労は、５つの指標を掲げ３月１３日�金

─29分時間内くい込み集会─

JICHIRO スケジュール
２００９年３月

２日�月 連合北海道男女平等参画推進学習会（札幌市）
６日�金 回答指定日
７日�土 第２回臨時・非常勤等職員連絡会議幹事会

（～８日、札幌市）
８日�日 ３・８国際女性デー集会（札幌市）
９日�月～１２日�木 重点交渉期間
１１日�水 道本部第１０回執行委員会（札幌市）

連合北海道２００９春闘総決起集会（札幌市）
１３日�金 対自治体闘争全国統一行動日

公務員連絡会中央行動・交渉・支援行動
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全道病院
集 会

２
月
２１
、
２２
日
の
両
日
、

札
幌
市
・
自
治
労
会
館
で
、

２
０
０
９
全
道
病
院
集
会
を

開
き
２５
単
組
６
総
支
部
８０
人

（
う
ち
女
性
１２
人
）
が
参
加

し
た
。

公
立
病
院
を
取
り
巻
く
環

境
の
厳
し
さ
が
増
す
中
、
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
期

日
が
迫
る
現
状
の
も
と
で
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

集
会
冒
頭
に
、
武
田
春
人

道
本
部
衛
生
医
療
評
議
会
議

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
道

本
部
杉
谷
副
執
行
委
員
長
が

「
連
合
北
海
道
と
と
も
に
進

め
て
い
る
地
域
医
療
を
守
る

運
動
に
つ
い
て
、
積
極
的
な

意
見
反
映
と
運
動
参
画
に
感

謝
す
る
。
運
動
の
成
果
は
、

不
採
算
地
区
の
公
立
病
院
に

対
す
る
財
政
措
置
の
改
正
に

一
部
で
て
い
る
。
道
本
部
も

社
会
保
障
制
度
の
改
正
に
向

け
先
頭
に
な
り
、
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
」と
話
し
た
。

そ
の
後
、「
北
海
道
の
へ
き

地
医
療
の
現
状
と
求
め
ら
れ

る
看
護
に
つ
い
て
」（
道
保
健

福
祉
部
看
護
対
策
グ
ル
ー
プ

砂
山
圭
子
主
幹
）。「
公
立
病

院
改
革
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」（
道
企
画
振
興
部
公
営

企
業
グ
ル
ー
プ
深
山
英
寿
主

幹
）
の
講
演
を
受
け
た
。

２
日
目
は
、
公
立
病
院
特

例
債
発
行
病
院
５
単
組
が
、

そ
れ
ぞ
れ
現
状
報
告
を
行
っ

た
。
留
萌
市
職
労
は
、
賃
金

削
減
提
案
の
際
の
激
励
の
お

礼
と
今
後
の
病
院
運
営
に
組

合
員
全
員
で
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
報
告
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

参
加
者
か
ら
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
と
病
院
職
場
の
課
題

が
出
さ
れ
、
医
療
職
場
の
労

働
環
境
整
備
と
賃
金
削
減
へ

の
対
応
、
職
員
確
保
に
む
け

た
課
題
と
取
り
組
み
状
況
が

示
さ
れ
た
。
道
本
部
に
対
し

て
、
医
療
職
場
に
対
す
る
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
で
の
収

支
計
画
の
読
み
方
の
指
導
を

し
て
ほ
し
い
な
ど
要
望
が
出

さ
れ
た
。

ま
と
め
で
、
出
さ
れ
た
意

見
を
ふ
ま
え
、
道
本
部
・
各

単
組
・
医
療
職
場
一
緒
に
な

っ
た
今
後
の
運
動
の
展
開
を

お
願
い
し
終
了
し
た
。

おいしいものプレゼント
た ら ふく

石
狩「田楽福」届いた米一俵！ 全

員
で
課
題
に
取
り
組
む

政
権
交
代
で
み
ん
な
笑
顔
に

お
い
し
い
も
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
一
番
人
気
の
石
狩
「
田

楽
福
」（
お
米
一
俵
）
が
当
た

っ
た
、
函
館
病
院
労
組
・
山

崎
千
穂
さ
ん
か
ら
喜
び
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
、「
自
治
労
北
海

道
」
新
年
号
の
、
お
い
し
い

も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
「
田
楽

福
」
が
当
た
り
、
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
！

所
属
し
て
い
る
函
館
病
院

労
組
の
方
か
ら
連
絡
を
頂
い

た
時
は
、
本
当
に
驚
き
ま
し

た
。
こ
の
頂
い
た『
福
』を
、

職
を
解
雇
さ
れ
た
知
人
に
も

早
速
届
け
さ
せ
て
頂
い
た
と

こ
ろ
、
大
変
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
今
年
こ
そ
は
、

民
主
党
に
政
権
を
勝
ち
取
っ

て
も
ら
い
、
日
本
中
の
み
ん

な
が
、「
早
く
笑
顔
に
な
る
よ

う
に
」
願
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ッ
ク
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

本
当
に
、
本
当
に
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

病院集会では道の担当者が２つの講演を行った＝２月２１日
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あ
い
は
ら
く
み
こ
北
海
道

連
合
後
援
会
は
、
２
月
１３
日

札
幌
市
内
で
総
会
と
国
政
報

告
会
を
開
き
、
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
を
は
じ
め
支
援

産
別
の
役
員
、
在
札
単
組
・

総
支
部
の
退
職
者
、
組
合
員

な
ど
１
０
０
人
が
参
加
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
中
沢

健
次
会
長
は
、
今
の
政
局
に

ふ
れ
「
解
散
総
選
挙
で
政
権

交
代
の
た
め
に
民
主
党
の
勝

利
が
欠
か
せ
な
い
。
あ
い
は

ら
参
議
と
と
も
に
後
援
会
と

し
て
も
全
力
を
つ
く
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

あ
い
は
ら
参
議
は
「
国
政

参
画
の
１
年
半
を
振
り
返

る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。「
議
員
に
な
っ
て
１
年
半

が
経
過
し
た
、
社
会
の
厳
し

い
現
状
の
課
題
と
ぶ
つ
か
り

日
々
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

で
き
れ
ば
頭
が
柔
軟
な
時
に

や
っ
て
い
れ
ば
と
思
う
こ
と

も
あ
る
」
と
述
べ
「
５０
万
以

上
の
得
票
を
い
た
だ
い
た
の

は
、
私
自
身
に
で
は
な
く
組

合
員
・
支
持
者
の
、
政
治
を

変
え
た
い
と
の
思
い
で
あ
っ

た
と
思
う
。
自
治
労
に
関
わ

っ
て
き
た
も
の
と
し
て
、
赤

字
で
あ
っ
て
も
必
要
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
は
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
強
調
し
、
そ
の

た
め
に
は
総
選
挙
で
の
勝
利

が
不
可
欠
だ
と
述
べ
「
働
く

人
が
安
心
で
き
る
社
会
。
子

ど
も
が
生
き
が
い
の
あ
る
世

の
中
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
机
上
の
議
論
だ
け
に
な

ら
ず
生
活
者
、
現
場
の
目
線

に
立
っ
て
活
動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

質
疑
で
、
道
本
部
臨
時
・

非
常
勤
職
員
等
連
絡
会
高
野

議
長
が
「
非
正
規
労
働
者
の

待
遇
改
善
に
向
け
一
緒
に
運

動
し
た
相
原
さ
ん
が
、
自
分

た
ち
の
想
い
を
も
っ
て
活
動

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
誇

り
に
思
う
」
と
激
励
し
た
。

「田楽福」を前に育休中の山崎さん。２人のお子さん
といっしょに大喜びの写真を送ってくださいました

５０万以上の得票は私自身にではなく「政治を変えたい」という
組合員・支持者の思いだったと話すあいはらさん＝２月１３日

道消協
道
消
協
（
北
海
道
消
防
職

員
協
議
会
）
は
、
２
月
１８
日

札
幌
市
・
自
治
労
会
館
で
研

修
会
を
開
き
４８
単
協
１
２
２

人
が
参
加
し
た
。

研
修
内
容
は
、「
消
防
職
員

の
基
本
的
な
労
働
法
」
と
題

し
て
、
消
防
職
員
に
お
け
る

労
基
法
の
適
用
・
適
用
除
外

に
伴
う
問
題
点
を
確
認
事
項

と
し
て
行
っ
た
。

研
修
会
の
メ
イ
ン
で
あ
る

「
四
日
市
消
防
仮
眠
時
間
訴

訟
問
題
に
つ
い
て
」
は
、
全

国
消
防
協
の
伊
藤
副
会
長
が

講
演
し
た
。
こ
の
訴
訟
問
題

は
、
四
日
市
に
お
い
て
仮
眠

時
間
（
休
憩
時
間
）
の
拘
束

に
対
す
る
手
当
が
補
填
支
給

さ
れ
て
い
た
が
「
仮
眠
時
間

は
休
憩
時
間
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
支
給
す
る
必
要
は
な
い

と
の
当
局
の
判
断
で
手
当
が

カ
ッ
ト
さ
れ
た
」
こ
れ
を
受

け
四
日
市
消
防
協
は
、
仮
眠

時
間
も
勤
務
時
間
で
あ
る
と

主
張
し
、
現
在
、
弁
護
士
と

相
談
し
訴
訟
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
他
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
含

め
消
防
職
員
の
労
基
法
、
休

日
代
休
、
労
働
運
動
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
各
単

協
の
事
務
局
長
を
対
象
に
開

催
し
た
た
め
、
参
加
者
も
若

年
層
が
多
く
実
り
あ
る
研
修

と
な
っ
た
。

仮
眠
時
間
も
勤
務
時
間 麻

生
内
閣
の
迷
走
ぶ
り
が
こ
こ
に
来

て
加
速
し
て
い
ま
す
。
首
相
自
身
の
郵

政
民
営
化
反
対
発
言
や
、
中
川
前
財
務

相
の
失
態
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

に

も
関
係
が
深
い
の
は
鳩
山
総
務
相

の
「
三
位
一
体
改
革
は
失
敗
」
発
言
で

し
ょ
う
。

原
口
民
主
党
ネ
ク
ス
ト
総
務
大
臣
の

質
問
に
対
し
、鳩
山
総
務
相
が
、地
方
の

疲
弊
は
三
位
一
体
改
革
に
必
ず
し
も
正

し
く
な
い
部
分
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
答

弁
し
ま
し
た
。
三
位
一
体
改
革
は
麻
生

首
相
が
総
務
相
時
代
に
推
進
し
た
も
の

で
あ
り
、誤
り
を
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
、

地
方
の
活
性
化
と
財
源
充
実
の
た
め
に

即
刻
是
正
す
る
べ
き
で

す
。私
、仲
野
博
子
と
民
主

党
は
、
政
権
交
代
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
早
期
の
解
散
総
選
挙
を
求
め
、
地
方

の
目
線
に
立
っ
た
真
の
地
方
自
治
を
実

現
さ
せ
る
べ
く
、
皆
様
と
ス
ク
ラ
ム
を

組
み
、粉
骨
砕
身
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

１２２人が集った研修会＝２月１８日

真
の
地
方
自
治
を
実
現
め
ざ
す

低
気
圧
で
大
荒

れ
の
道
内
。
学
習

会
に
招
か
れ
た

が
、
電
車
も
高
速

道
路
も
不
通
で
、

結
局
交
流
会
の
み

の
参
加
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。（
胆
振

地
本
女
性
部
の
皆
さ
ん
ご
め

ん
な
さ
い
（
泣
））そ
の
帰

路
。
電
車
を
待
つ
ホ
ー
ム
で

「
全
車
大
幅
な
遅
延
の
為
、

次
の
特
急
に
は
普
通
乗
車
券

で
も
お
乗
り
に
な
れ
ま
す
」

と
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
。
元
々
特

急
に
乗
る
予
定
で
特
急
券
を

購
入
し
て
い
た
私
だ
が
、「
失

敗
し
た
…
」
と
、
つ
い
セ
コ

イ
考
え
が
…
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
配
慮
あ
る
交
通
機

関
も
日
本
な
ら
で
は
。
以
前

訪
れ
た
（
先
進
）
国
で
は
、

両
替
機
能
も
な
い
硬
貨
専
用

の
券
売
機
に
、
自
動
改
札
機

が
壊
れ
て
い
て
も
駅
員
も
姿

が
な
い
…
。
こ
の
日
本
の
便

利
な
社
会
は
一
体
誰
が
支
え

て
い
る
の
か
。
そ
こ
に
働
く

方
達
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
労

働
強
化
を
繰
り
返
せ
ば
、
国

際
競
争
ど
こ
ろ
か
、
日
頃
私

達
が
当
然
と
思
っ
て
い
る
、

安
全
で
便
利
な
生
活
が
崩
壊

し
て
し
ま
う
の
は
想
像
に
難

く
な
い
。
こ
の
４
月
に
職
場

復
帰
を
す
る
。
雇
用
危
機
を

目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
貴

重
な
経
験
を
、
仕
事
で
、
地

域
で
恩
返
し
し
て
い
き
た

い
。

（
越
智

朱
美
）
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ら
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島
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し
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し
た
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